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 1）福岡大学医学部外科学教室　呼吸器・乳腺内分泌・小児外科部門　肺移植チーム
 2）福岡大学医学部外科学教室　消化器外科部門肝移植チーム
 3）福岡大学病院呼吸器科
 4）福岡大学病院循環器科
 5）福岡大学病院血液糖尿科
 6）福岡大学病院麻酔科・SICU
 7）福岡大学病院手術室看護部
 8）福岡大学医学部心臓血管外科
 9）福岡大学医学部リハビリテーション部
10）福岡大学病院病理部
11）福岡大学病院看護部臓器移植コーディネーター

　要旨：福岡大学病院は２００５年６月に心肺移植関連学会協議会により脳死肺移植の実施施設認定を受け

た．同年７月より九州一円より希望患者を受け入れ，厳重な評価の後に患者登録を行ってきたが，２００６年

１０月２８日に福島県で発生した脳死臓器提供者の肺が福岡大学病院より登録した待機患者と適合することが

明らかとなり，同日中に脳死左肺移植手術を実施した．術後は極めて安定して推移し，患者は術後６０日目

に自宅への退院を果たした．術前は毎分 ５L の酸素吸入を要し移動には電動車いすを必要とする状態で

あったが，退院時は酸素を必要とせず独歩での退院であった．この患者は現在，復職を含めた社会復帰の

為に外来でリハビリテーションを実施中である．

索引用語：肺移植，脳死肺移植，造血幹細胞移植，閉塞性細気管支炎，移植片対宿主病


